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１．問題のポイント

【正解】ｄ

【解説】株式投資の成績の原因分析を行うに

は、比率分析や傾向分析よりも回帰分析が適

している。それも、複数の要因が考えられる

ため単回帰分析よりも重回帰分析が適してい

る。

【重要語句の説明】

・回帰分析

変数を一次式（Ｙ＝ａ＋ｂＸ）等の形で表

現すること。独立変数が１個の場合は単回帰

分析、複数の場合は重回帰分析と呼ばれる。

・独立変数

予測したい変数を「目的変数」という。目

的関数を説明する変数を「独立変数」（又は

「説明変数」）という。

＜例＞身長170cmの人の体重を予測する

目的変数＝体重

独立変数＝身長

・単回帰分析

変数２個、直線回帰の最も単純なもの。

＜例＞身長と体重の関係

独立変数が１個のみの場合。

回帰が「線」になるイメージ。

・重回帰分析

いくつかの変数に基づいて別の変数を予測

する。

独立変数が２個以上の場合。

＜例＞身長、体重と体脂肪率の関係独立変数

が複数の場合。
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問題91 ある監査人は、今年度中の投資収

入の変化が、投資戦略の変更によるもの

か、ポートフォリオミックスの変更によ

るものかまたはその他の要因に起因して

いるものかを判定している。

この監査人が使用すべき分析的レビュ

ー手続は次のどれか。

ａ．この変化の性質を判断するための、

過去５年間以上の投資収入の変化につ

いての単回帰分析

ｂ．月次のポートフォリオの変化につい

ての比率分析

ｃ．過去５年間の総資産および投資資産

に対する投資収入の割合（％）の変化

の傾向分析

ｄ．投資ポートフォリオおよびマーケッ

トの性質に関する独立変数を使った重

回帰分析
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単回帰分析は一次式のグラフのイメージで

あるが、重回帰分析は三次元の世界を想像す

る（上図）。

回帰線は「線」から「板」になるイメージ。

・比率分析

投資元本に占める儲けの割合（利益率）の

ように財務分析に適した方法。

・傾向分析

儲けの増減のようなトレンドや方向観を表

わす。

・ポートフォリオミックス

複数の金融商品に分散投資した場合の、資

産（株式）配分の組み合わせの状態。

２．回帰分析（単回帰分析）の手法

実務への展開も容易であることから、単回

帰分析を取り上げてみる。

以下の例において、回帰分析を行ってみよ

う。目的とする一次式を求めるのに、簡略的

な方法（下記方法１及び２）と理論的な方法

（下記方法３）がある。

＜例＞原価計算における変動費と固定費の決

定の場合

スキャッターチャート法（目分量法）

データのドットの中に、目分量で仮想線を

引き、一次式を求める方法である。この方法

が最も実務向きかもしれない（上図は例のデ

ータとは無関係のイメージ図）。

なお、仮想線を目分量ではなく、計算で論

理的に求めようとするのが、後述の方法３で

ある。

高低点法（簡便法）

正常値の範囲内で、最大の生産量とその原

価、最低の生産量とその原価を使い、一次式

を求める。方法１ほどではないが、やや荒っ

ぽい方法といえる。

連立方程式による方法（最小二乗法

又は最小自乗法という）

固定費＝ａ、変動費＝ｂとして、

ΣＹ＝ｎａ＋ｂΣＸ

ΣＸＹ＝ａΣＸ＋ｂΣＸ２

が成り立つことから、この例の場合、

280＝４ａ＋80ｂ

6,650＝80ａ＋1,950ｂ

上記を解いて、ａ＝10、ｂ＝３、

よって、求める一次式は、

Ｙ＝10＋３Ｘ

【最小二乗法の考え方】

生産量と発生原価の相関関係を一次式で表

わす場合、理論的に出そうとするのが最小二

乗法である。
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一次式を求めるには、各点と仮想線との距

離が最も小さくなるようにすればよい（「平

均線」の考え方）。

そこで、各点の仮想線までの距離を求め、

これらの合計が最小となるようにすればよい。

しかし、点は仮想線の上ばかりではなく、

下の方にもあるので、上側の距離（上記例：

点ア　＋９）と下側の距離（上記例：点イ

－９）とが相殺されてしまい、正しい一次式

は出せなくなってしまう。そこで、各距離を

二乗することにより、すべての距離を正の値

として、それらの合計が最小となるようにす

る。これが「最小二乗法」の考え方である。

また、最小二乗法は「平均」の性質を利用

している。

① 各点と仮想線との距離を全部合計すると

０（零）になる

② その距離を二乗したものの総計は最小の

値となる
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３．内部監査実務への活用

回帰分析は相関関係を見出す手法であり、

当該業務の全般的傾向状況を把握するのに有

効である。

また、逆にその相関関係から外れたデータ

（異常値）を探すことで不正を含む問題点や

改善の切り口を発見するのにも有効である。

そういう観点では、企業の内部統制やＪ－

ＳＯＸへの役立ちも考えられる。

＜相関関係の例＞

・操業度と原価（変動費と固定費）→下記例

・従業員数と経費

・売上高と経費

・売上高と収益

４．最後に

今回の「回帰分析」をもって、ＣＩＡ試験

参考問題集の研究（PARTⅡ 内部監査の実施）

は終了となる。

全４回にわたり、監査手法を取り上げて解

説を行ってきた。本解説を理解され、また実

際の監査に役立てていただければ幸いである。
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